
　　新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）　構成イメージ

産業振興を通じた雇用の受け皿づくり

ＵＩＪターン促進の環境づくり

多様な来訪者の獲得

１．新たな産業集積による雇用創出
　　創造交流都市としての拠点性を活かした交流人口の拡大

（ア）

（イ）

（ウ）

４．「にいがた未来ビジョン」との関係

５．PDCAサイクルによる進行管理

Ⅱ．政策分野と具体的に取り組む施策の方向性

　　現状と課題、対応策について起草するほか、基本目標や
　　アウトカム指標を設定

Ⅰ．基本的な考え方

１．本市の現状と人口推計

２．策定趣旨

３．国の総合戦略との関係

みなとまちの歴史や文化を感じながら，魅力的なまちなかのある暮らし

新バスシステムにより，マイカーだけに頼らない持続可能な公共交通のある暮らし（イ）

（ウ）

多様な来訪者の獲得

新潟らしい教育の推進

新潟市内の大学等の魅力向上を図る

出会いの場づくりから結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進（働き方の改革）

地域資源を活用し，多様な生活環境を選択できる暮らし

３．地域力・市民力を活かした誰もが安心して暮らせるまちにする

（ウ）

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

　　現状と課題、対応策について起草するほか、基本目標や
　　アウトカム指標を設定

（ア）

２．ライフステージを通じた一貫した支援による少子化の克服

　　現状と課題、対応策について起草するほか、基本目標や
　　アウトカム指標を設定

資料　２

●基本目標

数値目標

現状と課題

基本的方向

具体的な施策とＫＰＩ　を記載

検討範囲
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内閣府作成「地方版総合戦略策定のための手引き」より

地方版総合戦略記載様式


